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   Determination of seminal viscosity in male infertility was performed by means of Hess' 

viscosimeter. Its relation to seminal volume, concentration and motility of spermatozoa 

and duration of abstinence were also observed. The results are summarized as follows  : 

   1) Seminal viscosities of available 65 cases ranged between 2.8 and 15.2 with an 

average of 6.95. 

   2) Concerning the relation to volume of ejaculate, the viscosity showed lower values 

in volume of under 1.9cc and over 6.0cc groups. 

   3) In the cases of azoospermia and high grade oligozoospermia, the viscosity of semen 

varied in wide ranges and showed relatively high values than normozoospermic semen, of 

which average value was 4.68. 

   4) No significant relationship was deteeted between the viscosity and motility rate of 

spermatozoa. However, a decrease of motility rate was observed in few instances with ex-

ceptionally high viscosity. 

   5) No noticeable relationship was detected between the viscosity and duration of 

abstinence.

　　　　　　　緒　　　　　言

　男性不妊の診断に際 して,精 液所見の評価は

最 も重要な診断的意義を有 していて,日 常我々

は精液量,精 子濃度,精 子運動性,精 液果糖

量,精 子形態等について検索を加えて妊孕能力

の程度を推定している.

　一方精液粘稠度の変化が男子の妊孕能力に対

して如何なる影響を有 しているかという事は,

現在においても いまだ 定説を みない　 例えば

HotchkissやHammenに よる と粘 稠 度 の高 い

精 液 中 で は精 子 運 動 が 機 械 的 に阻 害 され る た め

に,精 子 は よ り多 くの 運 動 エ ネル ギ ー を必 要 と

し,従 っ て精 子 運 動 の 持 続 時 間 は 短 縮 され る と

い う.一 方Khreninger-Guggenberger等 の実

験 に よ る と,生 理 的 食 塩 水 中 の精 子 は 水 平 運 動

の み を認 め,上 下 方 向 の 運 動 を 欠 如 す る こ とか

ら,精 子 の正 常運 動 の た めに は 一 定 の粘 稠 度 が

必 要 で あ る と述 べ られ て い る.Zagamiも また

適 度 の粘 稠 度 は 精 子 運 動 に密 接 な 関係 を有 して
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い る と論 じ て い る.

精 液 粘 稠 度 を左 右 す る重 要 な因 子 と して は,

Szumowskiに よ る と 精 子 濃 度 で あ る と述 べ ら

れ て い るが,我 々は 精 液 の 所 謂 凝 固 液 化 現 象

coagulationandliquefactionも 等 閑 視 出来 な

い と考 え てい る.か くの 如 く精 液粘 棚 度 に 関 し

ては 多 くの 因子 が 関与 して い る もの と 推 測 さ

れ,か つ そ の 意 義 につ い て も報 告 に 乏 し く,特

に男 性 不 妊 患 者 精 液 に 対 して 検 討 を 要 す る と考

え られ る ので,今 回 我 々が 行 な っ た 男性 不 妊 患

者 精 液 に お け る粘 稠 度 測定 成 績 に つ い て述 べ,

精 液 の 諸 種 性 状 との 関 連性 に つ い て比 較 考察 を

加 え る.

実験材料および実験方法

京大病院泌尿器科外来を訪れた主 として男性不妊 を

訴える患者52例 に対 して,病 院にお いて用手法によ り

精液を特製 メスシ リンダーに採取を行なわせた。同一

患者について2回 以上の採取 を試みた もの もあるので

精液検体総数は65件 であった.採 取 された精液はその

まま室温(22～29℃)に 保存 して,射 精後2～4時 間

を経過 して均等に液化 した後に,Hess血 液粘稠度計

を使用 して精液粘稠度を測定 した.本 法に よる測定値

は蒸留水のそれ に比べて表示 され るものであるか ら,

実際には比粘稠度relativeviscosityと 呼ばねぽ な

らぬが,こ こでは略 して以下粘稠度 と記載す る.

実 験 成 績

被験65例 に つ い て得 られ た 成 績 を 表示 す る と表1の

ごと くに な る.粘 稠 度 は 最 低2.8よ り最 高15.2に 分 布

し,そ の平 均 値 は6.95と な った.以 下 精 液 量,精 子

数,精 子 運 動 率,禁 欲 期 間 との 関連 性 に つ い て観 察 を

行 な った.

1)精 液量 との関 係

精 液 採 取 用 メス シ リン ダー め 目盛 りを 読 ん で精 液 量

を測 定 し,こ れ と粘 稠 度 とを 対 比 させ た(図1),精

液 量 は 最 少0.5cc,最 大7.5ccで あ った.精 液量 を0

～1.9cc,2.0～3.9cc,4.0～5.9ccお よび6 .Occ以 上

の4群 に 区 分 して 観 察す る と 各 群 の 平 均 値 は そ れ ぞ

れ4,15,7.12,7.02お よび5.40と な る.症 例 数は 少 な

い が1.9cc以 下 の もの お よび6.Occ以 上 の 両 端 に お

い て は粘 稠 度 が 低 い の が確 か め られ た.2.0～3.9ccの

もの と4.0～5.9cc群 との 間 には 全 く差 は 見 られ な か

った.

2)精 子 数 との 関 係

白血球数計算用 メラソジュールにて精液を水 道水で

希釈 しThoma計 算板を使用 して精子数を算定 した.

精子数に より無精子症,1～20×106/cc,21～40×

10e/cc,41～60×106/ccお よび61×106/cc以 上 と5

群に分けて 粘稠度 との関係 を 観察 した(図2)。 無精

子症 では最 高15.2よ り最低2.8と 全症例におけ る最高

値お よび 最低値 を 含み,そ のば らつ きは 顕著 であっ

た,1～20×106/cc群 では無精子症群 よりは分布は多

少狭 いが,そ れで も最高14.2,最 低3.2,平 均値8.06を

示 した.21～40×106/cc群 ではさ らに 分布範囲は小

さ くな り平均値6.57と なった.41～60×106/ccお よ

び61×10e/cc以 上 の正常精子数群 では変動は極めて

少な く,そ の平均値はそれ ぞれ4.50お よび4.83で,こ

の2群 を一括する と平均値 は4,68で あった.

3)精 子運動率 との関係

顕微鏡観察下 で精子運動率 を 算定 して100分 率 であ

らわ し,運 動率 を20%毎 に区切 って5群 として粘稠度

との関係につ いて 検討 した(図3).各 群におけ る粘

稠度の平均値は0～20%群6.00,21～40%群8.20,41

～60%群6 .21,61～80%群5.86お よび81～100%群5.91

とな り,21～40%群 の高値を しめ した もの以外はほぼ

6前 後の値を示 した.

4)禁 欲 日数 との関係

精液採取時 に問診 にて禁欲 日数を確認 し,2日 毎に
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図1精 液 量 と の 関 係
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Case

1.K.N.

2.S.M.

3.G.N.

4.H.K。

5,T,L.

6.M.F.

7.H.1.

8.K.N.

9.T.F.

10.T.A.

ll.R.0.

12.G.N,

13.K.1.

14,E.M.

15.D.F.

16.M.A.

17.F.M.

18.0.H,

19.1.M.

20.G.N.

21.S.T.

22.T.1 .

23.N、K .

24,S.U.

25.K.1.

26.S.S.

27.H.N,

28。M.0.

29.H .K.

30.MO .

31.Z.H.

32.N.K.

33.A.Y,

34.R.Y.

35.H.O.

36.MJ.

37.H .1.

38.N .U.

39.N.K .

40。K.T .

41.S.M ,

42.M,U .

43.K.Y .

44、H、N .

45.H.N .

46.S ,S.

47.T .1.

Age

32

28

37

31

35

31

28

32

31

33

32

37

29

28

31

32

31

32

26

31

34

35

33

30

29

30

28

36

31

31

34

33

32

28

28

37

28

37

33

30

33

33

31

32

29

31

35

Vo-

um
CC

4.0

1.0

3.5

3.5

4.5

7.5

2.3

4.2

2.0

4.0

3.5

3.5

2.5

3.0

3.5

6.0

4.5

0.5

4.0

5.5

6.0

4。5

5.0

5.0

3.0

4。5

2.0

5.0

5.0

4.2

4.5

2.0

7.0

5.5

3.2

2,0

3.2

3.2

3.0

2.0

3.5

4,5

Count

×IO6/CC

2

4

38

37

0

10

5

3

37

9

76

54

24

8

0

0

9

0

61

0

5

1

28

13

65

1

5

35

51

50

5

65

20

0

50

0

0

15

31

2

0

0

12

0

15

1

ot1-
ity

%

80

60

55

80

0

90

10

40

0

45

80

25

80

55

50

55

90

90

80

90

30

90

0

65

10

50

bst1-

　　　　　

day

4

7

5

1

2

6

5

7

1

2

5

7

5

4

6

2

4

5

4

7

3

1

2

5

2

2

3

1

4

Visco-

sity

6.3

3.6

6.8

6.6

8.4

6.3

6.1

6.7

3.6

6。9

5.6

6.3

5.8

8.5

2.9

6.2

5。2

5,7

3.6

4.7

4.6

9.5

3.8

3.2

3.8

12β

7.5

5.8

3.9

12.9

8.O

l1.4

4.1

7.1

7.5

5.2

3.5

4.1

8.7

9.0

5.2

10.4

7.0

5。3

15.2

8.2

7.6

48.S.S.

49。K.Y.

50.M.1.

51.T.H.

52.K。K.

53.M.K.

54.E.M,

55.N.H.

56.H.M.

57.M.A.

58.Z.H,

59.KK.

60.H.1,

61.Y.K.

62.H.A,

63.S.S.

6生N.N.

65.D.F.

30

31

37

33

38

33

28

32

39

30

34

31

28

31

30

33

37

31

4.0

5.2

4.5

3.0

3.5

2.5

6,0

3.0

2.0

3,5

50

0

2

74

4

31

4

0

Q

54

37

0

0

50

34

24

10

95

65

90

60

10

4

6

15

5

4

4

4

7

2

4

4

5
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8.4

8.3

12.4

4.7

8.8

8.4

14.2

10.3

15.0

3.9

7.6

4.2

3.1

3.4

6。5

8.4

7.5

2.9

区 分 して 精 液 粘稠 度 との 関 連 性 を み た(図4).各 日

数 群 に お け る 粘 稠度 は0～1日 群6.55,2～3日 群

6.34,4～5日 群7.36お よび6日 以 上 群 では6.79と な

り,禁 欲 日数 と粘 稠 度 との関 連 性 は 殆 ん どみ とめ られ

な か っ た.
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図2精 子 数 と の 関 係
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図3精 子 運 動 率 と の 関 係

お よび尿 道 腺(Littre)か らの 分 泌 液 に 鑑 り威

立 して い る.従 っ て精 液粘 稠 度 は これ ら各 分 泌

液 成 分 の構 成 状 態 お よ び細 胞 成 分 で あ る精 子 の

性 状 に よっ て 影 響 を うけ る もの と考 え られ る.

Zagamiに よれ ば 精 液 粘 稠 度 の正 常値 は6.54

と記 載 され て お り,加 藤 に よる健 康 者 血 液 粘 稠

度(男 子:4.74,女 子4.40)に 比 べ て高 い値 を

示 して い る.Falk&Kaufmanは 測定 症 例 中

7%に 高 粘 稠 度 の もの を認 め,ま たHammen

は 高粘 稠 度 の もの を24%に,低 粘 稠 度 の ものを

11%に み て い る.な おMoenchは 慢 性 副睾 丸

炎 や 前 立 腺 疾 患 で は粘 稠 度 が 増 加 す る と述 べ て

い る.ま たMannは 精 嚢 分泌 機 能 に左 右 され

レ∠∬,
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図4禁 欲 日 数 と の 関 係

総括ならびに考按

射出された精液は精漿および精子の2成 分 よ

り榔成されていて,人 精漿は副睾丸,精 管,精

管膨大部,精 嚢,前 立腺,球 尿道腺(Cowper)

るという.

精液粘稠度のみの病的変化が男子の妊孕能力

に対 して如何 なる影響を有 しているかという事

は,現 在においてもなお定説をみない しかし

HotchkissやHammenに よると粘稠度の高い

精液中では精子運動が機械的に阻害されるため

に,精 子はより多 くの運動エネルギーを必要と

し,従 って精子運動の持続時間は短縮されると

いう.一 方Khreninger-Guggenberger等 は精

子運動 と粘稠度 との関係をみるために精子を生

理的食塩水中に混 じた.こ の時精子は液中に平

等には混和せず液中を沈下 し,上 層の液には鏡

検によって精子を証明しえなかった。この成績

より彼等は生理的食塩水中での精子は水平面で

は運動出来るが上下方向への移動能力をうしな

ったと考え,精 子の上下運動のためには液に一

定の粘稠度が必要であると唱えている.以 上の

様な報告 より我々は精液粘稠度,特 に男性不妊

との関連性について興味をおぼえ,Hess血 液

粘稠度計を使用して男性不妊を主 とする人精液

の粘稠度測定を実施し,そ の成績を精液量,精

子数,精 子運動率お よび禁欲 日数 と対比させて

注目すべぎ結果をえたので若干の考察を試みた

い.

Hess血 液粘稠度計は 平行な2本 の 測定用毛

細硝子管 より成 り,そ の1側 の毛細管には蒸留

水を,他 の1本 には検体をそれぞれ一定量注入

し,同 一圧力にて吸引 した際の液柱の移動距離

より蒸溜水との粘稠度比が求あられる.し たが
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って本 法 に よ る も のは 厳 格 には 比粘 稠 度rela-

tiveviscosityと 呼 ぶべ きで あ るが,血 液 に お

け る場 合 の慣 習 に 準 じ て,本 論 文 で も単 に粘 稠

度 と略称 した.

65例 につ い て の実 測 値 を み る と,最 低 は2.8,

最 高 は15.2と 可 成 り広 い 範 囲 にわ た っ た.そ の

平均値 は6.95でZagamiよ り や や高 い値 が え

られ た.ま ず 精 液 量 と粘 稠 度 の 関係 に つ い て考

察 す る.精 液 量 は 最 小O.5,cc,最 大7.5ccで 平

均3.8ccで あ っ た.こ れ を2.Occの 段 階別 に

区分 して 観 察 す る と2.0～5.9ccの もの が7.12

～7 .02を 示 した の に対 し,1.9cc以 下 の もの で

は4.15,6.Occ以 上 の もの は5.40と 共 に 比較 的

低 い値 を示 した.こ れ に よっ て精 液 量 が極 め て

少量 で あっ て も 粘 稠 度 が 高 くな い事 が 判 明 し

た.ま た 液量 が6.Occ以 上 の もの で も粘 稠 度 が

極端 に低 い症 例 は見 られ な か っ た.

Szumowski,Rikmenspoelは 牛 精 液 に お い て

は精 子 濃 度 の 増 加 と共 に粘 稠 度 も著 明 に 上 昇 す

るの で,粘 稠 度 の 観 察 に よっ て 精 子 数 が 推 定 さ

れ る と 述 べ て い る.ま たDoepfmerの い う

polyspermiaの 範 疇 に は い る精 子数 過 剰 症 例 で

は人 精 液 に お い て も粘 稠 度 は 高 い もの と思 わ れ

る.我 々 の測 定 した粘 稠 度 と精 子数 の 関 係 を み

る と無 精 子 症 お よび20×106/cc以 下 の 乏精 子

症 で は特 に高 粘稠 度 の 症 例 が 多 く見 られ,そ の

平均 値 も高 か っ た が,41×106/cc以 上 の 正常 精

子数 症 例 で は変 動 が少 な くか つ平 均 値 も比較 的

低 か った.こ の様 に我 々は上 記 牛精 液 に お け る

場合 と相 反 す る結 果 とな っ た.そ の理 由 に つ い

ての解 釈 は 困難 で あ る が,無 精 子 症 お よび高 度

の乏精 子 症 の場 合 に粘 稠 度 が高 い の は,精 子 が

粘稠 度 を 低下 させ る役 割 を有 して い て,そ の 欠

如 に よるた め か,ま た は この様 な異 常 精 液 で は

精 漿 中に も 異 常構 成 が あ る た め と 推 定 され る

が,そ の 本態 に つ い て は今 後 の研 究 に また ね ば

な らない.ま た我 々 の正 常 精 子 数 症 例 に お け る

平均 値 は4.68と な っ て お り,Zagamiの6,54に

比べ て低 値 を 示 した が,こ れ に は 人 種 的 相 違,

測定 方 法 の 差 な どの 因 子 が 考 え られ る.

緒 言 に も述 べ た 如 く,精 子 運 動 性 は精 液 粘 稠

度 に よっ 影 響 を うけ 易 い との交 献 が 見 られ,我

951

々 も この 点 に 特 に 関 心 が あっ た ので,無 精子 症

以外 の精 液 に つ い て 両 者 の 関 係 を追 求 した,し

か しな が らそ の結 果 で は,上 記 した 様 に 特 に両

者 間 に密 接 な 関連 性 は 見 出 し え なか っ た.と は

い え粘 稠 度10以 上 を示 した2症 例 の 精 子 運動 率

は25%お よび55%で あ っ て 正 常 よ りは運 動性 が

阻 害 され て い た 点 か ら見 る と,こ の 両 老 の 関 係

は さ らに 多数 例 に つ い て 検 討 を 加 え る必 要 が あ

る もの と思 わ れ る.

禁 欲 日数 と精 液 粘 稠 度 の 間 に は 特 に 注 目す べ

き関係 は み られ な か っ た が,1日 以 内 の 短期 間

の もの で も粘 稠 度 が 特 に低 い こ とは な か っ た.

精 液 粘 稠 度 と精 液 の 所 謂 凝 固 液 化 現 象 の 関 連

性 も無 視 出来 ない と考 え られ る ので,こ こで 簡

単 に ふ れ る.Hammenに よ る と液 化 前 の人 精

液 中 で は 精子 は運 動 性 を全 く欠 如 し静 止 して い

る.液 化 が 開 始 され る と徐 々 に その 運 動 性 が 高

まっ て い き,初 めは 頭 部 の み を僅 か に動 か す 程

度 か ら終 に は 力 強 く液 中 を 正 常 の運 動 で 遊 出 す

る よ うに な る.液 化 に 要 す る時 間 はMoenchは

射 精 後10～15分,Harnmenは10～30分,Joel

は20～30分 と記 載 して い る.Oettleに よ る と こ

の液 化 速 度 は 精 子 濃 度 に よ って も左 右 され る と

述 ぺ られ て お り,我 々 の成 績 に おい て も無 精 子

お よび 高 度 の 乏 精 子精 液 で は 液 化 時 間 が 延 長

し,か つ 液 化 が 不 完 全 で あっ た た め,一 般 に

高 い 粘 稠 度 を 示 した もの が 多 か っ た.し か し

Doepfmerは 精 路 閉塞 に よ る無 精 子 症 の2例 に

液 化 時 間 の 短 縮 を み とめ,ま たLane-Robertら

は液 化 障 害 は 副 性 器 の 内分 泌 性 機 能 障 害 に よ る

と述 べ て い る.Lundquistは 液 化 にproteaseが

関 与 す る とい う.ま たMannに よれ ば人 精 液 の

液 化 現 象 は まず そ の中 に含 まれ るfibrinolysin

に よっ て 始 め られ,次 い でfibrinogenase,

aminopeptidaseな どに よっ て 反 応 が進 め られ

る.し か し 人 精 液 の 液 化 にfibrinolysinが 直

接 関 与 す るか 否 か につ い て は 尚論 議 の余 地 が あ

る と思 わ れ る.Harveyも 精 液 の線 維 溶 解 能 の

程 度 は 個 体 に よっ て異 な り,か つ そ の 活 性 度 と

精 液 量 や 精 子 の性 状 とは 無 関 係 で あ る と 述 べ

た.ま た 同 様iにlysin量 と粘 稠 度 との 間 に も

関連 性 は み られ な か っ た が,例 外 的 に粘 稠 な精
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液 で は線 溶 能 が低 下 して い た と報 告 して い る,

この よ うに正 常精 液 と無,乏 精 子 精 液 な どの異

常 の もの の 間 に は 同一 に論 ぜ られ な い点 が存 す

る も の と考 え られ,粘 稠 度 と酵 素 系 の 関連 性 に

つ い ては 今 後 検討 す ぺ き多 くの 問題 が残 され て

い る と思 わ れ る.ま たBunge&Shermanら

が 液 化 に 関 して α一amylaseが 重 要 で あ るな ど

の 興 味 あ る報 告 もみ られ る.

結 語

男性 不 妊 を圭 とす る症 例 よ り得 られ た 精 液 に

っ い てHess粘 稠 度 計 に よ り精 液 粘 稠 度 を 測 定

・して次 の様 な結 果 を えた .

1)65例 の 測定 に よっ て 精 液 粘 稠 度 は 最低

・2,8,最 高15.2,平 均 値6,95で あっ た.

2)精 液 量 との 関 係 を み る と ユ.9cc以 下 お よ

び6.Occ以 上 の もの に お い て 粘 稠 度 は 低 か っ

た.

3)一 般 に無 精 子 症 お よ び高 度 の乏 精 子 症精

液 で は粘 稠 度 分 布 は 広 範 囲 に わ た り,か つ 高粘

稠 度 の症 例 が 多 か っ た.正 常 精 子 数精 液 に お け

る平 均 粘 稠 度 は4.68で あ っ た.

4)精 子 運 動 率 と粘 稠 度 の 間 に は特 に密 接 な

関 係 は み られ な か っ た が,高 粘 稠 度 を 示 した少

数 例 に お い て は 運動 性 が低 下 して い る もの が あ

っ た.

5)禁 欲 日数 と粘 稠 度 につ い て は関 連 性 を見

出 しえ な か っ た.

(稿を終 えるにあた り,御 指導,御 校閲 を賜 った恩師

稲 田務教授に深謝する.な お本論文の要 旨は第8回 日

本不妊学会総会にて口演 した.)
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